
 

重点地区

＜施策の

� 地方事務所、農業改良普及センターが市町村と

による

� 重点集落における活性化に向けた

村と地方事務所、農業改良普及センター

６次

○ 農業生産活動

� 集落の話合い

水路・農道の維持・管理

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

的に活用するなど

� 遊休農地を活用した取組

栽培

方法等について

指導・助言を行

� 高齢化・過疎化による

所、農業改良普及センターが

農活動の継続のための仕組みづくり

事業計画について

� 地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工

普及センター

� 都市住民との交流促進

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

� 棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

まし

① 市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

② 地域の知恵と工夫を活かした取組への支援

重点プロジェクト

【ねらい】

◇中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

との交流活動への取組、

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

を図ります。

重点地区の設置 

の取組状況＞

地方事務所、農業改良普及センターが市町村と

による農村コミュニティ

重点集落における活性化に向けた

村と地方事務所、農業改良普及センター

６次産業化と都市農村交流の具体的な取組の

農業生産活動

集落の話合いに基づく

水路・農道の維持・管理

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

的に活用するなど

遊休農地を活用した取組

栽培等の支援を行うとともに、生産した農産物の加工・販売

方法等について

指導・助言を行

高齢化・過疎化による

所、農業改良普及センターが

農活動の継続のための仕組みづくり

事業計画について

地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工

普及センターも加わり、

都市住民との交流促進

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

ました。 

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

地域の知恵と工夫を活かした取組への支援

重点プロジェクト

【ねらい】 

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

との交流活動への取組、

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

を図ります。 

目標指標 

＞ 

地方事務所、農業改良普及センターが市町村と

農村コミュニティの活性化

重点集落における活性化に向けた

村と地方事務所、農業改良普及センター

産業化と都市農村交流の具体的な取組の

農業生産活動の継続 

に基づく集落ぐるみでの農地法面の草刈りや

水路・農道の維持・管理活動について、市町村と連携し地

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

的に活用するなど支援しました。

遊休農地を活用した取組を支援するため、新たに取組む

の支援を行うとともに、生産した農産物の加工・販売

方法等について地方事務所、農業改良普及センターが関わり

指導・助言を行いました。 

高齢化・過疎化による遊休農地の発生

、農業改良普及センターが

農活動の継続のための仕組みづくり

事業計画について意見交換を行

地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工

も加わり、集落と一体となって検討

都市住民との交流促進のため

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

地域の知恵と工夫を活かした取組への支援

重点プロジェクト （５）ふるさと農村元気プロジェクト

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

との交流活動への取組、地域資源を活用した

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

地方事務所、農業改良普及センターが市町村と

の活性化に取り組む意欲のある集落を重点地区として選定し

重点集落における活性化に向けた行動計画

村と地方事務所、農業改良普及センターも加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

産業化と都市農村交流の具体的な取組の

集落ぐるみでの農地法面の草刈りや

活動について、市町村と連携し地

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

支援しました。 

を支援するため、新たに取組む

の支援を行うとともに、生産した農産物の加工・販売

地方事務所、農業改良普及センターが関わり

遊休農地の発生を防ぐため、

集落住民の検討会に参加し、

農活動の継続のための仕組みづくりや地域活性化のための

意見交換を行いました。

地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工

集落と一体となって検討

ための農園整備や

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

地域の知恵と工夫を活かした取組への支援

ふるさと農村元気プロジェクト

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

地域資源を活用した

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

地方事務所、農業改良普及センターが市町村と連携して、

組む意欲のある集落を重点地区として選定し

行動計画については、

も加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

産業化と都市農村交流の具体的な取組の見直しや改善

集落ぐるみでの農地法面の草刈りや

活動について、市町村と連携し地

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

を支援するため、新たに取組む

の支援を行うとともに、生産した農産物の加工・販売

地方事務所、農業改良普及センターが関わり

を防ぐため、地方事務

検討会に参加し、

や地域活性化のための

。 

地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工

集落と一体となって検討を進め

や肥培管理技術

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

地域の知恵と工夫を活かした取組への支援

ふるさと農村元気プロジェクト

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

地域資源を活用した新たなビジネスへの取組などを支援し、元気溢れるモ

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

【企業と連携した遊休農地の

H22 
基準年 

０地区 

連携して、中山間地域の集落

組む意欲のある集落を重点地区として選定し

については、都市住民等の

も加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

や改善を行いました

集落ぐるみでの農地法面の草刈りや

活動について、市町村と連携し地

方事務所、農業改良普及センターにおいて既存制度を積極

を支援するため、新たに取組む作物

の支援を行うとともに、生産した農産物の加工・販売

地方事務所、農業改良普及センターが関わり

地方事務

検討会に参加し、営

や地域活性化のための

地域農産物のブランド化に向け、地域資源の掘り起こしや加工の取組

を進めました。 

肥培管理技術について、農業改良普及センターが技術指導を行

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

ふるさと農村元気プロジェクト

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取

新たなビジネスへの取組などを支援し、元気溢れるモ

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

企業と連携した遊休農地の

H26 
実績 

10 地区

中山間地域の集落の中から

組む意欲のある集落を重点地区として選定し

都市住民等の集落住民同士の話合いを中心に市町

も加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

行いました。 

の取組に市町村及び

について、農業改良普及センターが技術指導を行

うとともに、新たな販売方法について集落住民と一体となって検討を行いました。

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が

市町村等と連携した重点地区の設定と行動計画の作成支援

中山間地域の農村集落において、農村住民自らが主体性を持って取り組む農業生産活動や都市住民

新たなビジネスへの取組などを支援し、元気溢れるモ

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

企業と連携した遊休農地の活用】

H29
目標年

地区 

の中から都市住民との交流等

組む意欲のある集落を重点地区として選定しました。 

集落住民同士の話合いを中心に市町

も加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

に市町村及び地方事務所、農業改良

について、農業改良普及センターが技術指導を行

。 

棚田の再生と棚田を活用したコミュニティ活動を構築するため、市町村、地方事務所が指導・助言を行

組む農業生産活動や都市住民

新たなビジネスへの取組などを支援し、元気溢れるモ

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化

活用】 

H29 
目標年 

20 地区 

都市住民との交流等

 

集落住民同士の話合いを中心に市町

も加わり、さらなる地域資源の発掘と活用方法の見直しを行い、

、農業改良

について、農業改良普及センターが技術指導を行

・助言を行い

組む農業生産活動や都市住民

新たなビジネスへの取組などを支援し、元気溢れるモ

デル的な農村集落を創ることにより、その波及効果により他地域の農村コミュニティの維持・強化
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○ 農村

 

� 小学生や保育園児を対象にした、農作業体験を通じた食育活動

の取組を支援し

� 学校給食への食材提供

ティ活動について、地域住民と一緒に

� 遊休農地の再生と

活性化に向けた

しまし
 

 

○ 都市住民

 

� 都市住民を対象にした

会議に参加し、指導・助言を行

� 野菜・

り、都市住民との交流促進を支援し

� 都市住民を対象に、

習会や料理講習会の開催を支援し

� 棚田を活用した新たなオーナー制度の構築に向け、

に市町村、地方事務所
 

＜今後の

� 地域資源の掘り起こしと魅力ある新たな商品開発に向けた取組を支援します。

� 農村コミュニティ活動の継続的な実施に向け

� 都市農村交流事業のリピーターを確保するとともに、

します。

� 保育園児、小学生を対象にした食農体験の受入

� 棚田を活用したオーナー制度の
 
 
 
 
 

 

 

 伝統野菜

池田町内鎌地区では、江戸時代から受け継がれて

きた「手挽き」の“内鎌かんぴょう”を次世代に伝

承するとともに、地域で育まれた郷土食の見直しに

よる生産拡大を一層図るため、住民と一体となった

活動を展開しました。

 特に、地元中学生による学校祭での“内鎌かんぴ

ょう”を題材にした発表会など食育の他、町内イベ

ントにも積極的に参加し、地域農業・食材の理解促

進に努めながら住民と一体となった活動を展開して

きました。

次年度は、

体験交流を積極的に受け入れ、都市農村交流が継続

的に行える組織体制の強化を図る

 

農村コミュニティビジネスの

小学生や保育園児を対象にした、農作業体験を通じた食育活動

の取組を支援し

学校給食への食材提供

ティ活動について、地域住民と一緒に

遊休農地の再生と

活性化に向けた

しました。 
 

都市住民との

都市住民を対象にした

会議に参加し、指導・助言を行

野菜・果樹の収穫体験、

り、都市住民との交流促進を支援し

都市住民を対象に、

習会や料理講習会の開催を支援し

棚田を活用した新たなオーナー制度の構築に向け、

に市町村、地方事務所

の展開方向＞

地域資源の掘り起こしと魅力ある新たな商品開発に向けた取組を支援します。

農村コミュニティ活動の継続的な実施に向け

都市農村交流事業のリピーターを確保するとともに、

します。 

保育園児、小学生を対象にした食農体験の受入

棚田を活用したオーナー制度の

伝統野菜を活用した地域おこし

池田町内鎌地区では、江戸時代から受け継がれて

きた「手挽き」の“内鎌かんぴょう”を次世代に伝

承するとともに、地域で育まれた郷土食の見直しに

よる生産拡大を一層図るため、住民と一体となった

活動を展開しました。

特に、地元中学生による学校祭での“内鎌かんぴ

ょう”を題材にした発表会など食育の他、町内イベ

ントにも積極的に参加し、地域農業・食材の理解促

進に努めながら住民と一体となった活動を展開して

きました。 

年度は、農家民泊と連携して都市住民を含めた

体験交流を積極的に受け入れ、都市農村交流が継続

的に行える組織体制の強化を図る

コミュニティビジネスの

小学生や保育園児を対象にした、農作業体験を通じた食育活動

の取組を支援しました。 

学校給食への食材提供や農作物の

ティ活動について、地域住民と一緒に

遊休農地の再生と地域特産品の生産

活性化に向けた取組を、市町村、地方事務所が一体となって

との交流活動の

都市住民を対象にした交流事業を実施するため、集落組織の打ち合わせ

会議に参加し、指導・助言を行

の収穫体験、おやきづくり

り、都市住民との交流促進を支援し

都市住民を対象に、地域特産物

習会や料理講習会の開催を支援し

棚田を活用した新たなオーナー制度の構築に向け、

市町村、地方事務所の職員

＞ 

地域資源の掘り起こしと魅力ある新たな商品開発に向けた取組を支援します。

農村コミュニティ活動の継続的な実施に向け

都市農村交流事業のリピーターを確保するとともに、

保育園児、小学生を対象にした食農体験の受入

棚田を活用したオーナー制度の

活用した地域おこし

池田町内鎌地区では、江戸時代から受け継がれて

きた「手挽き」の“内鎌かんぴょう”を次世代に伝

承するとともに、地域で育まれた郷土食の見直しに

よる生産拡大を一層図るため、住民と一体となった

活動を展開しました。 

特に、地元中学生による学校祭での“内鎌かんぴ

ょう”を題材にした発表会など食育の他、町内イベ

ントにも積極的に参加し、地域農業・食材の理解促

進に努めながら住民と一体となった活動を展開して

農家民泊と連携して都市住民を含めた

体験交流を積極的に受け入れ、都市農村交流が継続

的に行える組織体制の強化を図る

コミュニティビジネスの創出 

小学生や保育園児を対象にした、農作業体験を通じた食育活動

や農作物の収穫体験

ティ活動について、地域住民と一緒に検討を

地域特産品の生産拡大による

を、市町村、地方事務所が一体となって

の促進 

交流事業を実施するため、集落組織の打ち合わせ

会議に参加し、指導・助言を行いました。

おやきづくりなど

り、都市住民との交流促進を支援しました。
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